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　９月５日、独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構）と「双葉町の復興まちづくり推進に
関する連携協定」を締結しました。
　この協定は、特定復興再生拠点区域の避難指示解除により町民の帰還や経済活動が本格的に
再始動することから、今後双葉町復興まちづくり計画（第三次）の実現に向け、まちづくりに
関する取り組みを一層促進し、帰還促進・環境整備を推進するために新たに締結しました。

ＵＲ都市機構との協定締結ＵＲ都市機構との協定締結ＵＲ都市機構との協定締結

＜協定に基づく主な取り組み事項＞
●帰還及び移住・定住の促進に関すること
●交流人口・関係人口の創出・拡大に関する
　こと
●既存ストック活用の推進に関すること
●公民連携まちづくりの推進に関すること
●まちづくり会社が実施する事業の支援に関
　すること

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　

新
庁
舎
で
業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
早
１
カ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
庁
舎
の
町
長
室
の

窓
か
ら
は
駅
前
交
差
点
が
、
応
接
室
の
窓
か
ら
は
Ｊ

Ｒ
双
葉
駅
が
見
え
、
ま
た
、
夕
暮
れ
時
に
は
阿
武
隈

山
地
に
沈
む
夕
日
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
双
葉
町
が
い
か
に
自
然
に
恵
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
町
で
あ
っ
た
か
と
日
々
実
感
し
、
必

ず
や
復
興
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

11
年
５
カ
月
ぶ
り
に
双
葉
町
で
の
業
務
開
始
と

な
っ
た
９
月
５
日
の
朝
、
職
員
が
次
々
に
新
庁
舎
に

出
勤
す
る
姿
を
見
て
「
今
日
か
ら
が
再
ス
タ
ー
ト
。

新
た
な
復
興
の
第
１
歩
が
始
ま
る
」
と
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。

　

同
日
行
わ
れ
た
朝
礼
で
は
職
員
に
対
し
、
東
日
本

大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
か
ら
の
避
難
の
経
緯
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
役

場
機
能
を
川
俣
町
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
、
埼
玉
県
立
旧
騎
西
高
校
、
い
わ
き
市
東
田
町
と

４
度
の
移
転
を
し
な
が
ら
、
本
日
、
念
願
で
あ
っ
た

双
葉
町
で
業
務
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

職
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
と
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
と
ご
尽
力
の
お
陰
で
あ
り
歴
史
に
残
る
今
日
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

戻
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
住
民
の
皆
さ

ん
が
住
み
や
す
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
な
町
内
の
環
境
整
備
に
地
に
足
を
着
け
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

を
持
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
奉
仕
者
と
し
て
業
務
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
私
も
職
員
の
皆
さ
ん
の
先
頭

に
立
っ
て
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
双
葉
町
の
復

興
に
ま
い
進
し
た
い
」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
、
７
日
に
は
双
葉
中
学
校
の
生
徒
９
人

が
校
外
学
習
を
行
い
、
先
生
方
の
引
率
で
双
葉
中
学

校
を
は
じ
め
町
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
６
日
に
は
新

庁
舎
内
の
見
学
が
行
わ
れ
、
応
接
室
に
て
生
徒
の
皆

さ
ん
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

震
災
当
時
は
就
学
前
の
幼
児
で
あ
り
、
双
葉
町
の

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
町
立
学
校
で
は
総
合
学
習
な
ど
で
双
葉
町
の

歴
史
や
文
化
、
復
興
の
様
子
に
つ
い
て
映
像
な
ど
を

通
し
て
学
習
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

や
、
ど
れ
く
ら
い
の
町
民
が
帰
還
す
る
の
か
、
役
場

は
ど
の
よ
う
な
業
務
が
あ
る
の
か
な
ど
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
意
欲
的
に
質
問
を
さ
れ
、
頼
も
し
く
感
じ
ま

し
た
。

　

８
月
10
日
に
第
２
次
岸
田
内
閣
改
造
が
あ
り
、
双

葉
町
に
関
係
の
深
い
復
興
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

環
境
大
臣
が
交
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大

臣
が
お
盆
明
け
頃
か
ら
あ
い
さ
つ
に
来
ら
れ
、
双
葉

町
内
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
大
臣
に
は
、

「
帰
還
困
難
区
域
に
つ
い
て
は
早
期
に
町
内
全
域
の

除
染
に
向
け
た
道
筋
を
示
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ま

た
、
双
葉
町
の
復
興
は
他
の
市
町
村
と
大
き
く
異
な

る
復
興
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、本
格
的
な
復
興
・

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
必
要
な
予
算
の
確
保
と
、
き
め
細
か
い
支

援
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
要

望
し
ま
し
た
。　

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
併
せ
て

健
康
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　投票日当日、投票できない方は期日前投票で投
票できます。期日前投票所は次のとおりです。

■期日前投票

　任期満了に伴う福島県知事選挙が、令和４年１０月１３日（木）告示、令和４年１０月３０日（日）投票で
行われます。あわせて、福島県議会議員補欠選挙が、令和４年１０月２０日（木）告示、令和４年１０月３０日
（日）投票で行われます。皆さんの声を県政に生かす大切な選挙ですので、棄権しないで投票しましょう。

【問い合わせ先】 双葉町選挙管理委員会（双葉町役場総務課内） ☎０２４０－３３－０１２４

１０月３０日（日）は、１０月３０日（日）は、１０月３０日（日）は、１０月３０日（日）は、
福島県議会議員補欠選挙の投票日です福島県議会議員補欠選挙の投票日です

福島県知事選挙、福島県知事選挙、１０月３０日（日）は、
大事な投票、忘れずに！

※ ７月１３日以降に双葉町に転入届を提出された方は、双
葉町の投票所（期日前投票所含む）では投票はできませ
んので、旧住所地の選挙管理委員会へご確認ください。

※ ７月２０日以降に双葉町に転入届を提出された方は、双
葉町の投票所（期日前投票所含む）では投票はできませ
んので、旧住所地の選挙管理委員会へご確認ください。

日本国民で、満１８歳以上の方（平成１６年（西暦
２００４年）１０月３１日までに生まれた方）
令和４年７月１２日までに双葉町に転入届を提出
し、引き続き双葉町に住民登録をされている方

日本国民で、満１８歳以上の方（平成１６年（西暦
２００４年）１０月３１日までに生まれた方）
令和４年７月１９日までに双葉町に転入届を提出
し、引き続き双葉町に住民登録をされている方

・

・

・

・

○全国各地に避難されている皆様へ
　全国の市区町村の選挙管理委員会で不在者投票
を行うことができます。
　投票方法及び請求用紙につきましては、１０月
上旬に郵送の「選挙のお知らせ」をご確認ください。

※ 上記の各投票所（右記の期日前投票所含む）で投票できる
方は請求しないでください。請求してからでは、期日前投
票所や当日投票所で投票できなくなるおそれがあります。

■投票所
　１０月３０日（日）の投票は次の４カ所で行う
ことができます。
双葉町役場（中会議室１）
投票時間　午前７時から午後５時

双葉町いわき支所（１階中会議室）
投票時間　午前７時から午後７時

双葉町郡山支所（１階会議室）
投票時間　午前７時から午後５時

双葉町埼玉支所（２階２０３会議室）
投票時間　午前７時から午後５時

・
　

・
　

・
　

・

※ いわき支所と双葉町役場・埼玉支所・郡山支所は投票終了
時間が異なりますので、ご注意ください。

■投票できる方
【福島県知事選挙】

【福島県議会議員補欠選挙】

福島県議会議員補欠選挙の投票日です福島県議会議員補欠選挙の投票日です
福島県知事選挙、福島県知事選挙、

福島県議会議員補欠選挙の投票日です
福島県知事選挙、

期日前投票所の
名称

期日前投票所を
設ける期間

双葉町役場
（中会議室１）

１０月２７日（木）～２９日（土）
 午前９時 ～ 午後５時

双葉町いわき支所
（１階中会議室）

１０月１４日（金）～２９日（土）
 午前８時３０分 ～ 午後８時
※ １０月１４日～１０月２０日の間
は、福島県知事選挙の投票のみ
となります。

双葉町郡山支所
（１階会議室）

１０月２７日（木）～２９日（土）
 午前９時 ～ 午後５時

双葉町埼玉支所
（２階２０３会議室）

１０月２７日（木）～２９日（土）
 午前９時 ～ 午後５時

平体育館
（会議室１）

 １０月２１日（金）
午前１０時 ～ 午後４時

復興公営住宅勿来
酒井団地
（集会所）

 １０月２２日（土）
午前１０時 ～ 午後４時

原町生涯学習センター
「サンライフ南相馬」

（会議室）

 １０月２３日（日）
午前１０時 ～ 午後４時

白河市総合運動公園
陸上競技場
（事務室）

 １０月２４日（月）
午前１０時 ～ 午後４時

福島県青少年会館
（第５研修室）

 １０月２６日（水）
午前１０時 ～ 午後４時
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８
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
前
に
建
設
さ
れ

た
役
場
新
庁
舎
の
開
庁
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
庁
式
に
は
、
秋
葉
賢
也
復
興
大
臣

を
は
じ
め
約
80
人
の
来
賓
の
方
々
が
出
席
さ

れ
、コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
の
皆
さ
ん
に
よ
る「
国

歌
」「
町
民
の
歌
〜
未
来
を
み
つ
め
て
〜
」

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
伊
澤
史
朗
町
長
が
「
震
災
か
ら

12
年
目
を
迎
え
、
よ
う
や
く
行
政
機
能
を
町

内
に
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
皆
さ
ま
の

多
大
な
る
ご
協
力
、
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
新
庁
舎

は
、
情
報
・
交
流
が
行
き
交
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
職
員
一
同
が
新
し
い
未
来
の
双
葉
町

の
姿
を
目
指
し
、
町
の
復
興
に
向
け
よ
り
一

層
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
、
多
く
の
方
々
と
の
交
流
が
深
め

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
全
国
の
、
双
葉
町
の
復

興
を
信
じ
て
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
秋
葉
賢
也
復
興
大
臣
が

「
今
後
も
生
活
基
盤
の
整

備
が
進
み
、
町
の
新
た
な

魅
力
が
高
め
ら
れ
る
こ
と

が
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
新
庁
舎
の
開

庁
、
そ
し
て
特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
の
避
難

指
示
解
除
は
町
の
復
興
、

再
生
の
ま
さ
に
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
で
あ
る
と
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
双
葉
町
の
皆
さ
ん
の

声
を
し
っ
か
り
伺
い
な
が
ら
、
町
の
復
興
、
再

生
を
全
力
で
支
え
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
西
村
康
稔
経
済
産
業
大
臣
、
小

林
茂
樹
環
境
副
大
臣
、
太
田
房
江
原
子
力
災

害
現
地
対
策
本
部
長
、
内
堀
雅
雄
福
島
県
知

事
、
遠
藤
智
双
葉
地
方
町
村
会
長
、
伊
藤
哲
雄

町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
伊
澤
町
長
に
よ
り
双
葉
ダ
ル

マ
へ
の
目
入
れ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
目

入
れ
さ
れ
た
ダ
ル
マ
は
、
震
災
の
年
の
仕
事

始
め
の
日
に
左
目
に
目
入
れ
さ
れ
ま
し
た
が
、

震
災
に
よ
り
、
11
年
５
カ
月
も
の
間
旧
役
場

庁
舎
内
に
置
か
れ
右
目
へ
の
目
入
れ
が
で
き

な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ

ま
で
数
え
き
れ
な
い
程
の
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
意
が
込
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
開
庁
に
伴
い
町
の
更
な
る
発
展
が

祈
念
さ
れ
、
目
入
れ
が
行
わ
れ
る
と
、
列
席

者
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
庁
舎
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
標
葉
せ
ん
だ
ん

太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
力
強
い
記
念

演
奏
が
開
庁
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

▲ 西村康稔経済産業大臣

▲ 秋葉賢也復興大臣

新庁舎開庁式
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●  駅西災害公営住宅　２戸
　　 ・タウンハウス　３ＤＫ
●  駅西再生賃貸住宅　５戸　
 　　・タウンハウス　３ＤＫ　　３戸
 　　・戸建　　　　　１ＬＤＫ　２戸

　８月２６日、友好町である京都府京丹波町の畠中源一町長が町内を訪れました。
　畠中京丹波町長は、伊澤史朗町長の案内のもと町新庁舎内や駅西住宅等ＪＲ双葉駅周辺を視察
され、８月２７日には来賓として新庁舎開庁式に出席されました。

次の住宅を再募集します。

令和５年４月からの入居が可能となります。

申込方法等詳細は、総務課管財係にお問い合
わせください。

駅西住宅再募集のご案内駅西住宅再募集のご案内

　寄稿してくだ

さる方には、原

稿用紙をお送り

します。

　詳しくは下記

までお問い合わ

せください。

 ● 掲載号：

 ● 文字数：

 ● 原稿締切：

※顔写真が１枚必要となります。

【問い合わせ先】

hisyo-koho@town.futaba.fukushima.jp

令和５年１月号

３００字程度

　 １１月３０日（水）

秘書広報課　☎０２４６－８４－５２００ ☎０２４０－３３－０１２４（いわき支所代表）
（受付時間　8：30~17：00）

卯
（ウサギ）年生まれの皆さん、（ウサギ）年生まれの皆さん、
広報ふたばに新年の抱負を掲広報ふたばに新年の抱負を掲
載しませんか載しませんか卯
（ウサギ）年生まれの皆さん、
広報ふたばに新年の抱負を掲
載しませんか

駅西住宅再募集のご案内

▲ コーラスふたばによる合唱

▲ 庁舎前でのテープカット

▲ 双葉ダルマへの目入れ

▲ 標葉せんだん太鼓保存会による演奏

畠中源一京丹波町長町内視察畠中源一京丹波町長町内視察畠中源一京丹波町長町内視察
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７
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
の
３
日

間
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
相
馬

野
馬
追
」
が
南
相
馬
市
で
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
浪
江
町
内
で
標
葉
郷
の
出
陣

式
が
行
わ
れ
、
双
葉
町
騎
馬
会
か
ら
は
７
騎

の
騎
馬
武
者
が
出
陣
し
、
五
郷
の
騎
馬
武
者

と
と
も
に
雲
雀
ヶ
原
祭
場
地
に
向
け
て
進
軍

さ
れ
、
甲
冑
競
馬
、
神
旗
争
奪
戦
な
ど
に
参

加
し
、
無
事
に
凱
旋
い
た
し
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
前
に
整
備
中
で

あ
り
ま
し
た
双
葉
町
役
場
の
新
庁
舎
が
完
成

し
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
て
開
庁
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
役
場
庁
舎
を
中
心
に
更
な
る
町
の

復
興
を
進
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

な
が
ら
多
く
の
方
々
と
の
交
流
が
深
め
ら
れ

る
拠
点
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
５
日
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を

　

７
月
３
日
、
富
岡
町
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

ま
し
て
、
令
和
４
年
度
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町
か
ら

は
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

双
葉
町
チ
ー
ム
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
優

勝
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
準
優
勝
な
ど
見

事
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
の
力
強
い
プ
レ
ー
に
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

６
月
定
例
会
以
降
の 行 

政 

報 

告

開
始
し
、
11
年
５
カ
月
ぶ
り
に
町
内
で
役
場

機
能
を
再
開
し
ま
し
た
。

　　

平
成
29
年
９
月
に
国
か
ら
認
定
を
受
け
ま

し
た
双
葉
町
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興

再
生
計
画
に
よ
り
概
ね
５
年
を
目
途
に
、
同

区
域
の
避
難
指
示
を
解
除
し
、
居
住
を
可
能

と
す
る
た
め
、
放
射
線
量
の
低
減
化
や
生
活

環
境
の
整
備
、
復
旧
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
１
月
か
ら
は
準
備
宿
泊
を
開

始
し
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
住
民
説
明

会
を
開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
な

ど
を
伺
い
、
そ
の
結
果
、
国
で
定
め
る
避
難

指
示
解
除
要
件
が
充
足
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

議
会
の
皆
さ
ま
に
同
地
区
の
避
難
指
示
解
除

に
つ
い
て
ご
了
承
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
ま
し
て
、
石
井
正
弘
原
子
力

災
害
現
地
対
策
本
部
長
、
鈴
木
正
晃
福
島

県
副
知
事
、
町
側
か

ら
は
伊
藤
哲
雄
町
議

会
議
長
と
私
の
三
者

で
令
和
４
年
８
月
30

日
午
前
０
時
を
も
っ

て
、
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
の
避
難
指

示
を
解
除
す
る
こ
と

に
同
意
し
、
そ
の
後

７
月
26
日
に
国
の
原

子
力
災
害
対
策
本
部

に
て
同
区
域
の
避
難

指
示
解
除
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外
の

帰
還
困
難
区
域
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

　

７
月
15
日
に
松
野
内
閣
官
房
長
官
、
ま
た

７
月
30
日
に
は
公
明
党
東
日
本
大
震
災
復
興

加
速
化
本
部
が
町
内
を
視
察
さ
れ
、
そ
の
中

で
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外
に
お
け
る
取

り
組
み
の
具
体
化
に
つ
い
て
、復
興
の
ス
タ
ー

ト
に
立
つ
双
葉
・
大
熊
両
町
へ
の
重
点
的
サ

ポ
ー
ト
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉

を
担
う
東
京
電
力
へ
の
監
督
・
指
導
、
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
を
め
ぐ
る
責
任
を
持
っ
た
対
応

に
つ
い
て
重
点
的
に
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
７
月
26
日
に
は
自
由
民
主
党
東
日

本
復
興
加
速
化
本
部
、
環
境
省
、
復
興
庁
、

経
済
産
業
省
を
訪
問
し
大
熊
町
と
合
同
で
の

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
報
告

－

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

－

－

国
へ
の
要
望
活
動

－

－

新
庁
舎
開
庁
式

－

－

帰
還
困
難
区
域
に
係
る
意
見
交
換
会

－

－

相
馬
野
馬
追

－

　

９
月
13
日
招
集
の
令
和
４
年
第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会
で
、
伊
澤
史
朗

町
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

－

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

避
難
指
示
解
除

－
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　９月７日から下羽鳥地区で震災後町内で初となるブロッコリーの作付けが始まりました。
営農再開した担い手は、震災前に同地区で営農していた木幡治さんと（株）ＪＡアグリサポート
ふたばです。
　獣害対策のため、電気柵を設置することから始まり、９月１２日までに約６反の畑に約１９,
２００本の苗が植えられました。
　定植機による植え付け後、しっかりと植え付けできなかった苗や間が空いたところへの苗
の補植作業が丁寧に行われました。
　今回作付けされたブロッコリーは１２月に収穫され、モニタリング検査後出荷される予定
です。

* * * * * * * * * * * * * * * *

昨
年
８
月
に
国
の
方
針
が
示
さ
れ
、
帰
還
意

向
の
調
査
が
今
夏
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
住
民
説
明
会
を
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外
帰

還
困
難
区
域
の
帰
還
、
居
住
に
向
け
て
、
対

象
と
な
る
町
民
の
方
々
と
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
８
月
に
は
調
査
対
象

の
方
々
に
意
向
確
認
調
査
書
類
が
郵
送
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
今
後
、
ご
意
向
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
後
に
、
除
染
範
囲
等
の
調
整
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
が
避
難
指
示
解

除
さ
れ
る
前
日
の
８
月
29
日
に
は
、
双
葉
警

察
署
浪
江
分
庁
舎
双
葉
駐
在
所
の
開
所
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
島
県
警
察
本
部
、

双
葉
警
察
署
そ
し
て
双
葉
警
察
署
浪
江
分
庁

舎
の
皆
さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
、
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
町
の
防
犯
の
要
で
あ

る
「
駐
在
所
」
の
再
開
は
、
町
内
に
帰
還
し
、

生
活
さ
れ
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
安

心
、
安
全
の
た
め
に
も
大
変
心
強
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
が
避
難
指
示
解

除
さ
れ
た
当
日
、
８
月
30
日
に
は
、
双
葉
警

察
署
と
共
催
に
よ
り
、防
犯
・
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
出
動
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

出
動
式
に
は
、
双
葉
警
察
署
浪
江
分
庁
舎

の
ほ
か
、
浪
江
消
防
署
、
双
葉
町
消
防
団
本

団
、
並
び
に
浪
江
地
区
防
犯
指
導
隊
双
葉
分

隊
、
そ
し
て
本
町
の
町
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
町
に
と
っ
て
、
11
年
５
カ
月
ぶ

り
に
地
元
に
帰
還
す
る
記
念
す
べ
き
日
に
あ

た
り
、
福
島
県
警
察
音
楽
隊
の
皆
さ
ま
に
よ

る
演
奏
で
、
こ
の
出
動
式
に
花
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
動
式
に
当
た
り
、
私
か
ら
こ
れ
ま
で
防

犯
・
防
災
対
策
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
対
し
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
あ
ら
た
め
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
帰
還
、

居
住
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
防
犯
、
防
災

面
で
し
っ
か
り
と
双
葉
町
を
守
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
巡
回
の
強
化
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

９
月
４
日
、
南
相
馬
市
に
お
い
て
、
第
75

回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
相
双
地
域
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
双

葉
町
か
ら
は
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
９
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
選
手
た
ち
の
元
気
あ

ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

３
位
、
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
２
位
と
い

う
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

－

県
民
ス
ポ
ー
ツ
相
双
地
域
大
会

－

－

双
葉
駐
在
所
開
所
式

－

－

防
犯
・
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
式

－

震災後初　営農再開震災後初　営農再開震災後初　営農再開
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月　日 時　間 場　　　　　所

11 月　9日（水） 10:00 ～ 12:00 双葉町
双葉町役場　２階（大会議室２（議場））
双葉町大字長塚字町西７３番地４
☎０２４０－３３－２１１１（代表）

11 月 10 日（木）

10:00 ～ 12:00
宮城県
仙台市

ＴＫＰガーデンシティPREMIUM 仙台西口　ホール６Ｃ
仙台市青葉区中央１－２－１５　ソララプラザ 
☎０２２－２０８－７５１５
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

15:00 ～ 17:00 福島市
サンライフ福島　２階（大研修室）
福島市北矢野目字檀ノ腰６番地の１６
☎０２４－５５３－５５２９

11 月 11 日（金） 10:00 ～ 12:00 郡山市
福島県農業総合センター　１階（多目的ホール）
郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地
☎０２４－９５８－１７００

11 月 12 日（土） 10:00 ～ 12:00
新潟県
柏崎市

柏崎市産業文化会館　２階（第２会議室）
柏崎市駅前２－２－４５
☎０２５７－２４－７６３３

11 月 16 日（水） 10:00 ～ 12:00 いわき市

いわき市労働福祉会館　３階（大会議室１、中会議室１・２）
いわき市平字堂ノ前２２
☎０２４６－２４－２５１１
※専用駐車場（１６台）のほか、童子町駐車場（８２台）も
　ご利用いただけます。

11 月 17 日（木）

10:00 ～ 12:00
埼玉県
加須市

キャッスルきさい　１階（多目的室）
埼玉県加須市根古屋６３３番地１０
☎０４８０－７３－３１０１

15:00 ～ 17:00
茨城県
つくば市

つくば国際会議場　4 階　中会議室４０６
茨城県つくば市竹園２丁目２０－３
☎０２９－８６１－０００１
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

11 月 18 日（金） 10:00 ～ 12:00 東京都

全国町村会館　２階（ホールＢ）
東京都千代田区永田町１－１１－３５
☎０３－３５８１－６７６７
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

11 月 24 日（木） 14:00 ～ 16:00 白河市
サンフレッシュ白河　１階（会議研修室）
白河市久田野城内３１
☎０２４８－３１－１０１９

11 月 25 日（金） 10:00 ～ 12:00 いわき市
復興公営住宅勿来酒井団地（集会所）
いわき市勿来町酒井青柳８－２
☎０２４０－３３－０１２５（秘書広報課）

　町民の皆さまにおかれましては、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故から１１年
６カ月が経過した今も、様々な不安を抱えながら日々の生活を送られていることと存じます。
　このような中、双葉町は、町の復旧・復興と町民の皆さまの生活再建、帰還環境整備などの課題に全力
を挙げて取り組んでいるところです。
　今回、町政全般について、町民の皆さまの率直なご意見やご要望等をお伺いしたく、下記のとおり町政
懇談会の開催を予定していますので、ご出席くださいますようお願いいたします。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により変更することがあります。

　今回は、新型コロナウイルス感染症対策として、出席者同士の身体的距離を確保し開催します。マスク
の着用、手指の消毒、氏名・居所・連絡先電話番号等の受付名簿へのご記入、検温（出発前に自宅にて・
会場入り口前）のご協力をお願いいたします。

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４０－３３－０１２５

令和４年度　町政懇談会開催のお知らせ
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　８月１８日には内堀雅雄福島県知事が、８月３０
日には熊本県嘉島町長である荒木泰臣全国町村会長
が町内を訪問されました。
　ＪＲ双葉駅周辺の役場新庁舎内や駅西住宅の建築
状況等を視察された後、内堀県知事とは、双葉町役
場コミュニティーセンター連絡所の会議室において
意見交換が行われ、伊澤史朗町長は町への継続的な
支援について要望しました。

町内視察が行われました

▲ 荒木全国町村会長町内視察

▲ 内堀県知事との意見交換▲ 内堀県知事町内視察

▲▼▲▼▲▼ ▼▲▼▲▼▲

　８月１８日、新たに就任された西村康稔
経済産業大臣が来町され、産業交流セン
ターでは伊澤史朗町長、伊藤哲雄町議会議
長と意見交換が行われました。
　伊澤町長は、帰還困難区域全域の避難指
示解除に向けた取り組みや ALPS 処理水
の海洋放出及び廃炉を担う東京電力への指
導・監督の徹底について重点的に取り組
み、住民帰還や移住・定住促進など復興へ
の取り組みについても全力で後押しいただ
くよう強く要望しました。

西村経済産業大臣来町西村経済産業大臣来町西村経済産業大臣来町
　８月１９日、秋葉賢也復興大臣が就任の
挨拶のため町いわき事務所に来庁され、伊
澤史朗町長、伊藤哲雄町議会議長と意見交
換が行われました。
　秋葉復興大臣は「長い闘いであり、今が
スタートライン。これからも足を運びなが
らしっかりと積み上げていきたい」と述べ
ました。また、伊澤町長は、帰還困難区域
全域の除染に向けた道筋を早期に示すこと
及び本格的な復興・再生に向けた取り組み
を加速化できるよう十分かつきめ細かい支
援を行うこと等について強く要望しました。

秋葉復興大臣来庁秋葉復興大臣来庁秋葉復興大臣来庁
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　８月３０日の特定復興再生拠点区域の避難指示解除に先立ち、東日本大震災及び東京電力福島第一
原子力発電所の事故により閉鎖していた双葉駐在所の開所式が８月２９日に行われました。
　伊澤史朗町長は、「町内に帰還し、生活される町民の皆さまにとって身近な存在である駐在所が
再開されることは大変心強い。双葉町を守っているという意識を持ち、日々の警ら活動に当たって
いただきたい」と式辞を述べました。
　町の安全・安心を守るため、双葉駐在所には８月３０日から警察官が住み込みで常駐しています。

双葉駐在所開所式

　８月３０日の午前０時に特定復興再生拠点区域の避難指示が解除されることを記念し、８月
２９日、ＪＲ双葉駅前の広場において町民有志の団体の皆さんのご協力のもと、一般社団法人
ふたばプロジェクト主催により「おかえりプロジェクト」が開催されました。会場には、町観
光協会の皆さんにより提灯が灯され、有志の皆さんにより来
場した方々へお蕎麦やドリンク等が振る舞われました。
　イベントでは、町にゆかりのある方によるフリートークの
他、キャンドルジュンさんによるキャンドルナイトが行われ
ました。一つひとつのキャンドルに会場にいる方々の手で火
が灯され、会場は温かい明りに包まれました。
　伊澤史朗町長も、震災当時のことを振り返りながら避難指示解除への思いを語り、会場にい
る方は静かに耳を傾けました。
　午前０時が迫ると会場全体でカウントダウンの声が上がり、午前０時には一般社団法人ふた
ばプロジェクトの宇名根良平事務局長により「双葉町、ただいま」と希望の扉が開かれました。
　イベント終了後には、ダルマ市のＰＲキャラクターである双葉ダルマさんから広報ふたばの
号外が配布されました。イベントで使われた「希望の扉」は、ＪＲ双葉駅の旧駅舎に展示され
ています。

おかえりプロジェクト
特定復興再生拠点区域避難指示解除カウントダウンイベント特定復興再生拠点区域避難指示解除カウントダウンイベント特定復興再生拠点区域避難指示解除カウントダウンイベント
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　特定復興再生拠点区域の避難指示が解除された８月３０日、ＪＲ双葉駅前で防犯・防災パト
ロール出動式が行われ、双葉警察署の他、浪江分庁舎、福島県警察音楽隊、浪江消防署、双葉
町消防団本団等約４０人が参加しました。
　伊澤史朗町長は、全町避難となった町の防犯・防災対策をこれまで担っていただいたことへ
の感謝を述べるとともに、「防犯・防災の面でこれからも双葉町を守っていくという自信と自
覚をもって各々の活動をしていただきたい」と述べました。
　町戸別巡回パトロール隊業務統括責任者である一般社団法人ふたばプロジェクトの祓川正道
事務局次長による出動申告の後、パトカー、消防車等による町内パトロールが行われました。

防犯・防災パトロール出動式

　９月６日と７日、町立双葉中学校の生徒９人が町内で校外学習を行いました。６日は、ＪＲ
双葉駅東側地区を歩いて見学し、役場新庁舎では伊澤史朗町長と懇談の時間が設けられまし
た。双葉中学校にも訪れ、震災から１１年以上が経過した学校の状況を肌で感じていました。
７日には、浪江町立請戸小学校、東日本大震災・原子力災害伝承館及び産業交流センターを見
学しました。
　今回の校外学習は、「双葉町のいま　～町に行って知ること　感じること　学ぶこと」をテー
マとした総合的な学習の時間の一環で行われ、生徒たちはこれまでの調べ学習と今回の校外学
習を基にまとめの学習をし、１０月には町立学校で行われる栴檀祭で、１２月にはふるさと創
造学サミットで学習の成果を発表する予定です。

双葉中学校校外学習
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区　　分
申込者数 第１次試験受験者数 第１次試験合格者数 最終合格者数 採用者数

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

行　政　職 8 7 7 5 5 1 2 0 2 0

土　木　職 2 0 2 0 1 0 1 0 1 0

学　芸　員 1 2 1 2 0 0 0 0 0 0

合　　　計 11 9 10 7 6 1 3 0 3 0

定年退職 普通退職 死亡退職 懲戒免職 計
人      数 2 4 0 0 6

平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

一般行政職 92.5 90.2 89.5 86.9

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休息時間 休憩時間

38時間45分 8：30 17：15 廃止 12：00～13：00

区　　分 職員数 対前年
増減数部　　門 令和 3 年 令和 4 年

一般行政

議 会 2 2 0
総 務 45 46 1
税 務 5 5 0
農林水産 7 6 ▲ 1
商 工 2 2 0
土 木 13 13  0
民 生 5 5 0
衛 生 9 8 ▲ 1
計 88 87 ▲ 1

教　　育 10 12 2
一般行政＋教育 98 99 1

特別会計
下 水 道 1 1 0
そ の 他 4 4 0
計 5 5 0

合　　計 103 104 1

年　度 時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間
令和 3 年度 １５，２９３時間 １７８時間
令和 2 年度 １３，８３３時間 １７０時間

男　性 女　性
新たに育児休業を取得した者 0 2
前年度から引き続いている者 0 3

年　度 総付与日数（日） 総使用日数（日） 全対象職員数（人） 平均使用日数（日） 取得率（%）

令和3年度 2,725 806 82 　9.8 29.6%
令和2年度 2,468 664 73 　9.1 26.9%

処　分　事　由 降任 免職 休職 降給 計

勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 1 0 1

職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

１．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の勤務時間、勤務条件及び服務の状況

３．職員の分限及び懲戒処分の状況

（２）職員の退職の状況

（５）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況

（４）部門別職員数の状況

（１）採用候補者試験・職員選考の実施状況（令和３年度実施）

（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日）

（１）職員の勤務時間（令和 3年 4月 1日現在）＜標準的なもの＞

（注）「ラスパイレス指数」は、国家公務員の給料を１００とした場合の町職員の給与水準を示したものです。

（注）地方公務員法第 28 条第 1項及び第 2項

（注）定員管理調査における職員数です。

（注）特別職、管理職は除く。

（各年 4月 1日現在）

（３）時間外勤務及び休日勤務等の状況（令和3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）

（２）年次有給休暇の取得状況（令和3年 1月 1日～令和3年 12月 31日）

（単位：人）

部　　局 定　　数 職  員  数 差　　引
町長事務部局 95 89 ▲ 6
議会事務部局 2 2 0
農業委員会事務部局 　1（3） 　1（3） 0
教育委員会事務部局 15 12 ▲ 3
選挙管理委員会事務部局 （3） （3） （0）
監査委員事務部局 （2） （2） （0）

合　　計 113 104 ▲ 9
（8） （8） （0）

（３）職員の定数の状況（令和 4年 4月 1日現在）

（注）（　）内は兼務職員数です。

（単位：人）

（単位：人）

（４）育児休業の状況（令和3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）（単位：人）

（１）分限処分者数（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日）　 （単位：人）

双葉町の人事行政の運営等の状況の公表
双葉町における「人事行政の運営等の状況」を条例に基づきお知らせいたします。
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処　分　事　由 戒告 減給 停職 免職 訓告 厳重注意 計
法令、条例等に違反した場合 0 0 0 0 0 0 0

職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合 0 0 0 0 0 0 0

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0 0 0 0 0 0 0
（注）地方公務員法第 29 条第 1項

（２）懲戒処分者数（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日）　 （単位：人）

【問い合わせ先】 総務課　行政係 ☎０２４０－３３－０１２４

６．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）健康診断の状況 （令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日）

（２）職員健康増進事業（令和 3年度分）

５．職員の研修状況 （令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日）

研　修　・　講　座　名 研修場所（主催） 実施年月 実施日数 受講者数

新規採用職員前期研修
ふくしま自治研修センター
双葉町役場いわき事務所（オンライン）

令和３年   ４月～１０月 １～３日 ３名

新規採用職員後期研修 双葉町役場いわき事務所（オンライン） 令和３年１０月～令和３年１２月 ２日 ３名

新任係長研修 双葉町役場いわき事務所（オンライン） 令和３年   ９月 ２日 ２名

健康診断の種類 受診者数（人） 健康診断の種類 受診者数（人）
胃がん 41 腹囲測定 137
血圧測定 101 聴力検査 137
心電図検診 136 前立腺がん検診 43
眼底検査 124 人間ドック 36
尿検査 137 脳ドック 18
大腸がん検診 101 子宮がん予防検診 13
血液検査 135 乳がん予防検診 17
胸部Ｘ線検査 133 延べ受診者数 1，309

事　業　名　称 受診者数・受講者数
ストレスチェック（計１回） 全職員
個別面談（計２回） 全職員
市町村派遣職員等メンタルヘルス研修 　４名

４．職員の服務の状況（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日） （単位：人）

区　分 内　　　容 地方公務員法 違反者数
服務の宣誓 職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない 第３１条 0

命令に従う義務 職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令にしたがわなければならない 第３２条 0

信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない 第３３条 0

秘密を守る義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする 第３４条 0

職務に専念する義務 職員は勤務時間中、職務に注意力の全てを用い、職務にのみ専念しなければなら
ない 第３５条 0

政治行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与するなど、政治活動等をしてはなら
ない 第３６条 0

争議行為等の禁止 職員はいわゆるストライキ等をしてはならない 第３７条 0

営利企業等従事制限 職員は任命権者の許可なく、営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得てい
かなる事業にも従事してはならない 第３８条 0

合　　　計 0

７．勤務条件に関する措置の要求の状況
（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日） （令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日）

継 続 件 数 措 置 要 求 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４６条の規定に基づく職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する措置の要求

８．不利益処分に関する不服申立の状況

継 続 件 数 不 服 申 立 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４９条の２第１項の規定に基づき、職員の懲戒その他その意に反する
不利益な処分に対する審査請求又は異議申立て
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【申し込み・問い合わせ先】 住民生活課　生活支援・賠償対策係 （いわき支所代表）☎０２４６－８４－５２００

被災者生活再建支援金の申請を受付しております

　自然災害により居住する住宅が全壊する等の生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対し、生活の再建
を支援する制度です。なお、東日本大震災を対象とした当支援金の支給対象世帯は次のとおりです。

住宅の被害程度 全　壊 半壊解体 大規模半壊

支給金額
複数世帯 １００万円 １００万円 ５０万円

単数世帯 ７５万円 ７５万円 ３７.５万円

　２. 住宅が自然災害により「半壊し、やむを得ず解体を行った（半壊解体）」世帯。

２. 加算支援金：令和５年４月１０日まで

　１. 住宅が自然災害により「全壊」または「大規模半壊」した世帯。

１. 基礎支援金：令和５年４月１０日まで

制度概要１

　支給額は、次の基礎支援金と加算支援金の合算額となります。
　（複数世帯：被災時の世帯人数が２人以上　単数世帯：被災時の世帯人数が１人）
　ただし、配偶者やその他親族から危害を加えられる恐れがある等の事情により、別居されている方の住
居が被災された場合、被災当時、加害者である配偶者やその他親族と住民票上は同一世帯であっても、別
に生活していること（※）が明らかであれば、住民票上の世帯主に限ることなく申請は可能となります。

※水道、電気等の料金明細等により、被災当時の住居に生活の本拠として居住していたことを確認します。

※ 大規模半壊で支援金が支給された世帯も、やむを得
ず解体した場合は、半壊解体と同じ扱いになり、差
額分を申請することができます。

支援金の支給額２

申請期限４

支援金の申請に必要な書類３

基礎支援金（住宅の被害程度に応じて支給する支援金）

住宅の再建方法 建設・購入 補　修 賃　借

支給金額
複数世帯 ２００万円 １００万円 ５０万円

単数世帯 １５０万円 ７５万円 ３７.５万円

※ 賃借は、公営住宅、仮設住宅、借上げ住宅を除きます。

加算支援金（住宅の再建方法に応じて支給する支援金）

① 被災者生活再建支援金支給申請書
② 住民票謄本（世帯全員分、続柄・本籍地が記載されているもの）
③ 振込先預金通帳の写し（金融機関名、支店名、口座番号、名義人（フリガナ）記載部分）
④ り災証明書原本　※戸籍税務課の家屋被害認定調査を受ける必要があります。
⑤ 解体証明書　※ 「半壊解体」または「大規模半壊でやむを得ず解体」により申請する

場合に必要です。

基
礎
支
援
金

⑥ 住宅建設・購入（または補修）に関する契約書の写し（住宅の所在地、工期（引渡日）、
　 金額、契約日、注文者と受注者（販売者）の署名押印が記載されている箇所）
※⑥は加算支援金を申請する場合に添付してください。

加
算
支
援
金

※ 環境省の解体リストで家屋解体の確認後、申請対象となる方には、住民生活課より
　「解体証明交付申請書」をお送りします。

※半壊解体は、住宅の解体完了後に申請ができます。
※ 半壊解体及び大規模半壊でやむを得ず解体による差
額申請の場合でも、公共事業予定地（中間貯蔵施設、
双葉駅西側地区生活拠点、復興シンボル軸（道路拡
幅工事）など）については対象外となります。

※ 住宅を賃借して支援金を受給したのち、住宅を建設・
購入（または補修）する場合は、受給済額との差額
分を申請することができます。

14令和４年１０月広報ふたば



～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育委員会教育長

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

　９月６日、双葉中学校の生徒９人は校長先生はじめ教職員９人の引率により校外学習として双葉町を
訪れました。掲げたテーマは「双葉町のいま～町に行って知ること、感じること、学ぶこと」そして、復
興の現状を知り、町に対する思いやこれからの自分の生き方を考える機会とすることを目的として実施さ
れました。生徒の皆さんと先生方が応接室に通され、伊澤町長から歓迎の言葉と双葉町の復興についてお
話しをいただきました。何よりも伊澤町長の満面の笑顔が印象に残りました。生徒たちの輝く眼差しを見
て、町の将来への興味・関心の高さが伝わってきたからだと思います。役場の業務や、町西側に展開する
住宅ゾーンについて質問があり、伊澤町長から丁寧に説明いただきました。
　その後は、双葉中学校の校舎内も見学。音楽室では、音楽科教諭のピアノ伴奏で校歌を全員で歌い感激
したと担当職員より聞きました。２日目は、浪江町立請戸小学校や東日本大震災・原子力災害伝承館、産
業交流センターでの学習で、大変有意義な校外学習になりました。ふたばプロジェクトの職員にアテンド
いただき、貴重な学びを体験できました。ありがとうございました。

　９月５日、双葉町新庁舎において、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故後１１年５
カ月振りに、業務が再開されました。役場職員の皆さんも、いわき事務所からの引っ越し作業の疲れも見
せず、晴れ晴れとした様子で伊澤史朗町長からの訓示をかみしめていました。全職員が一丸となって、双
葉町の新たな歴史を築くために復興・創生にまい進する事を確認できた瞬間ではなかったかと思います。
　さて、１０月に入り学校では、学力向上に取り組む一方で、多くの体験学習を企画しております。第７
次福島県総合教育計画が策定され、「育成したい人間像」として、『急激な社会の変化の中で、自分の人生
を切り拓くたくましさを持ち、多様な個性をいかし、対話と協働を通して、社会や地域を創造することが
できる人』が掲げられました。そして、年次計画として「学びの変革推進プラン」が作成され、教育の主
な課題から、本県の「強み」や「成果」はいかしつつ、課題克服に向け「学び方」や「学校の在り方」を見
直す観点から次の６つの施策が示されました。

　これらの施策を、教職員と共有しながらしっかりと協議を重ね、学校現場の現状に照らし合わせ、でき
るところから実効あるものとなるよう取り組んでまいりたいと思います。

１「学びの変革」によって資質・能力を確実に育成する。
２「学校の在り方の変革」によって教員の力、学校の力を最大化する。

４ 福島で学び、福島に誇りを持つことができる「福島を生きる」教育を推進する。

５ 人生１００年時代を見通した多様な学びの場をつくる。

６ 安心して学べる環境を整備する。

３ 学びのセーフティーネットと個性を伸ばす教育によって多様性を力に変える土
壌をつくる。

　双葉中学校生徒、新庁舎見学！　伊澤町長と意見交換！

　双葉町の新たな歴史の幕開け
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【問い合わせ先】
☎０２４０－３３－０２０６
教育委員会　生涯学習課

　８月３１日、町立学校仮設校舎体育館で「そなえるふくしま防災出前講座」が行われ、双葉南・
北小学校の３年生から６年生までの児童が参加しました。

防災出前講座防災出前講座防災出前講座

　双葉町では、令和５年度双葉町立ふたば幼稚園の入園児を募集します。多くの園児の姿が見ら
れることを心待ちにしております。

【問い合わせ先】 教育委員会　教育総務課 ☎０２４６－８４－５２１０

３歳児 平成３１年４月２日～
令和　２年４月１日生まれ

４歳児 平成３０年４月２日～
平成３１年４月１日生まれ

５歳児 平成２９年４月２日～
平成３０年４月１日生まれ

いずれも無償です。｝

１０月３日（月）～１０月３１日（月）　（８時３０分から１７時１５分まで）

１０月１０日（月・祝）午前１０時 ～
双葉町大字前田字稲荷前３７ー３
稲荷神社境内

※ 天候等の事情により、奉納が中止になることも
あります。

※③については町により一部補助されます。
　 入園を希望される方は、問い合わせ先にご連絡ください。「入園申請書」をお送りしますので、
記入・押印のうえ提出をお願いします。

ふたば幼稚園入園のご案内ふたば幼稚園入園のご案内ふたば幼稚園入園のご案内

右表のとおり入園資格◆
① 入園料
② 授業料
③ その他：給食・教材費等

経 費◆

提出期間◆

日　時：
場　所：

福島県いわき市錦町御宝殿５６所 在 地◆

令和令和５年度年度令和５年度

　この出前講座は福島県主催で実施され、「防災とは？」か
ら始まる説明の後、防災に関するクイズやＶＲ体験等が行わ
れました。今回の出前講座を通して、「避難する際にいちば
ん大切なこと」や「避難する際に持っていく物」「津波警報
が出たときに最初にすること」など地震・水害への備えや
避難の対処方法について、一人一人が具体的に考えながら
防災に関する知識を身に付けました。

三字の神楽三字の神楽・前沢の女宝財踊の奉納について前沢の女宝財踊の奉納について

　令和４年１０月１０日（月・祝）、　令和４年１０月１０日（月・祝）、
前田稲荷神社（双葉町大字前田地区）前田稲荷神社（双葉町大字前田地区）
において、三字の神楽、前沢の女宝において、三字の神楽、前沢の女宝
財踊が奉納されます。財踊が奉納されます。
　見学も可能ですので、ぜひご覧く　見学も可能ですので、ぜひご覧く
ださい。ださい。

三字の神楽・前沢の女宝財踊の奉納について

　令和４年１０月１０日（月・祝）、
前田稲荷神社（双葉町大字前田地区）
において、三字の神楽、前沢の女宝
財踊が奉納されます。
　見学も可能ですので、ぜひご覧く
ださい。
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令和５年　双葉町はたちを祝う会（旧成人式）のお知らせ

入場：無料

入場：無料

日　時 令和５年１月７日（土）　時間については検討中ですが、午後からを予定しています。

前回の様子

その他 〇対象者には、１０月末までに案内状を送付します。
〇 宿泊を希望する対象者本人には、宿泊費（限度額あり）
を補助します。
〇同日、町内（駅前周辺）にてダルマ市を開催予定です。
〇 新型コロナウイルス感染症の状況によっては内容の変
更や中止となる場合がありますのでご了承ください。

場　所 双葉町役場もしくは産業交流センターを予定しています。
※双葉町での開催となります。

対象者 平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれの方
（平成２３年３月１１日以降転出者も含む）

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

☎０２４０－３３－０２０６

☎０２４０－３３－０２０６

　令和４年度の町民作品展覧会を下記により開催いたします。町民の皆さんの作品を募集して
おります。
　展示スペースに限りがあるため、出品状況によっては全ての作品を展示できない場合がござ
いますので、予めご了承ください。

　民法の一部を改正する法律の施行に伴い、令和４年４月１日から成年年齢が２０歳から１８歳に
引き下げられました。１８歳の多くが高校３年生で大学受験や就職の準備等で多忙な時期であり、
本人にも家族にも大きな負担が掛かることや、飲酒・喫煙等の年齢制限が２０歳であること等の理
由から、双葉町では従来通り年度内に２０歳を迎える方を対象に式典を開催します。
　詳細については下記のとおりです。

申込期間内に申込書を作品とともに生涯学習課まで提出してください。
詳細については実施要綱をご確認ください。
申込書と実施要綱は町ホームページからのダウンロードや教育委員会窓口、各支所に準備しています。
作品の返却については出品者自身での回収にご協力をお願いします。

日　　時：令和４年１０月２６日（水）１０：００～１６：００
令和４年１０月２７日（木）１０：００～１５：００

日　　時：令和４年１１月１３日（日）　９：３０～１６：００
令和４年１１月１４日（月）　９：３０～１５：００

申込期間：令和４年１０月　３日（月）～７日（金）

申込期間：令和４年１０月１７日（月）～２１日（金）

場　　所：郡山ビッグアイ６階展示室（郡山市駅前２－１１－１）
※第３３回双葉町総合美術展と同時開催となります。

場　　所：いわき市立植田公民館（いわき市植田町南町１－２－２）
※第５２回勿来地区総合文化展会場内での開催となります。

令和４年度令和４年度　第７回双葉町民作品展覧会の開催について第７回双葉町民作品展覧会の開催について

教育委員会　生涯学習課

教育委員会　生涯学習課

郡山会場

いわき会場

令和４年度　第７回双葉町民作品展覧会の開催について

出
品
方
法
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　双葉町からは、バレーボール競技と壮年ソフ
トボール競技に出場し、バレーボールが第２
位、壮年ソフトボールがＡブロック第３位とな
りました。
　選手の皆さま、本当にお疲れ様でした。 
　またチームを支えてくださったサポーターの
皆さま、関係者の皆さま、本当にありがとうご
ざいました。

令和４年９月４日に福島県総合体育大会
県民スポーツ大会相双地域大会が南相馬市で行われました。

第９回　市町村対抗福島県ソフトボール大会開催のお知らせ

双葉町　対　会津坂下町
皆さまの応援よろしくお願いします！

双葉ふれあいクラブからのお知らせ

　大会の様子は、『ブログ　ふた
ばのわ』に掲載しています。
　右記のＱＲコードからご覧く
ださい。

※新型コロナウィルス感染症の影響により、変更となる可能性もあります。

試合日時：１０月８日（土）　第二試合１１：１５試合開始◆
場　　所：相馬光陽ソフトボール場　Dコート

福島県相馬市光陽４丁目２ー５
０２４４－３７－２０３９

〒９７６－０００５
◆

第２３回第２３回　福島県市町村対抗ゴルフ大会が開催されました福島県市町村対抗ゴルフ大会が開催されました第２３回　福島県市町村対抗ゴルフ大会が開催されました

　９月９日、二本松市の安達太良カント
リークラブにおいて、福島県ゴルフ連盟主
催による第２３回福島県市町村対抗ゴルフ
大会が開催され、双葉町チームが参加しま
した。
　大会には２５市町村から４４チーム１３４
人が参加し、双葉町チームのメンバー３人
も奮闘しました。

写真左から作田伊久雄さん（長塚二）、西内正一さん
（三字）、武内裕美さん（長塚二）
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測定の様子

　双葉町では、令和４年８月３０日午前０時に特定復興再生拠点区域の避難指示解除が行われ、復興への
歩みを進めています。下記のとおり、ＪＲ双葉駅周辺の空間放射線量率を徒歩により測定しました。

　ＪＲ双葉駅前をスタートとして初發神社までの約２kmを４３分間で歩いたところ、積算線量は
0.128μSvでした。これは、胸部エックス線（レントゲン）撮影１回当たりの被ばく線量（約６０μSv）
の４００分の１以下の値です。特段、健康に影響を与えるレベルの線量ではないと考えられます。
　放射線被ばく等に関する相談や不安等があれば健康福祉課健康づくり係へお気軽にご相談く
ださい。

【 】
【 】
【 】
【 】

【 】

【 】

測定日（天気）
測 定 時 間
測定ルート
測 定 機 器

測 定 方 法

単 位

８月１９日（金） 晴れ
１１時０４分 ～１１時４７分
双葉駅前 → 国道６号 → 牛踏交差点 → 図書館 → 初發神社
NaI シンチレーション式サーベイメータ（TCS-172）
積算線量計（DOSE e nano）
定点（上図　　）
サーベイメータを使用して地面からの高さ１mと５０cmを測定
歩行（上図　　） 
積算線量計を使用して歩行ルートの積算線量を測定
μSv/h（マイクロシーベルト／１時間当たり）

作成協力：放射線リスクコミュニケーション相談員支援センター

～ 特定復興再生拠点区域の避難指示解除を迎えて ～
双葉町の放射線に関する理解への取組について双葉町の放射線に関する理解への取組について

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４０－３３－０１３１

０.０８μSv/h
０.１０μSv/h

０.１６μSv/h
０.１８μSv/h

１ｍ
５０㎝

１ｍ
５０㎝

スタート：双葉駅前

ゴール：初發神社

０.１６μSv/h
０.１６μSv/h

０.１６μSv/h
０.１８μSv/h

１ｍ
５０㎝

１ｍ
５０㎝

図書館前

牛踏交差点付近

双葉町の放射線に関する理解への取組について
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　インフルエンザ予防接種は高齢者の発病防止や特に重症化防止に有効であることが確認されています。
予防接種後、免疫がつくまでにおよそ２週間、ワクチンの免疫効果は約５カ月といわれているので、流行
前の１２月上旬までに接種を受けておくと効果的です。
　接種に関しては、効果や副反応など医師とよく相談してください。

①双葉町に住民票がある方。　②接種日に満６５歳以上の方。
③ 接種日に満６０歳以上６４歳で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に重度の障害（身体障がい
者１級程度）がある方。

対 象 者

令和４年１０月１日 ～ 令和５年１月３１日（この期間以外の接種は自己負担となります）接種期間

小児のインフルエンザは任意接種のため、予防接種費用の一部を助成します。
接種に関しては、主治医とご相談のうえ実施してください。

※「助成申請書」は、町のホームページからもダウンロードできます。郵送も可能ですので、ご連絡下さい。

対 象 者 双葉町に住民票がある生後６カ月～中学３年生の方
助 成 額 １回　２，０００円　（差額分は自己負担となります）

助成回数 ・生後６カ月～１３歳未満･･･２回　　・１３歳以上～中学３年生･･･１回

接種期間 令和４年１０月１日～令和５年１月３１日（この期間に接種したものが助成の対象となります）

接種方法
と

助成について

①医療機関に予約し接種してください。
　接種については保護者の同意が必要です。
②接種費用は全額支払い、領収証を受け取ってください。
　（費用は医療機関により異なります。）
③１回につき２,０００円を上限に助成しますので、「助成申請書」※で町に申請してください。
申請の際には、①領収書②接種を受けた証明となる予診票か母子健康手帳（予防接種の記録欄）
のコピーを添付してください。
申請期間は令和５年２月末までです。

備 考 ・予診票の指定はありません。医療機関のものをお使い下さい。

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２００（いわき支所代表）

小児インフルエンザ予防接種の助成

定期のインフルエンザ予防接種の対象と助成

令和令和４年度年度 インフルエンザ予防接種の助成についてインフルエンザ予防接種の助成についてインフルエンザ予防接種の助成について

避難先自治体で接種方法を確認し、接種してください。
自己負担金が生じた場合は令和５年２月末日までに「助成申請書」による手続きが必要です。

 福島県外にお住まいの方

接種方法
「高齢者インフルエンザ予防接種予診票」を持参し、協力医療機関で接種できます（無料）。

※福島県内の医療機関での接種を希望される場合は、双葉町健康福祉課にご相談ください。

・

・
 福島県内にお住まいの方

・インフルエンザ予防接種は、ご本人が希望して受けるものです。
・接種回数は１回です。
・ 受診の際は、新型コロナウイルス感染症にも留意し、マスクの着用・手指の消毒・混雑を避け
る、などの感染症対策をお願いします。
・新型コロナワクチンの予防接種と間隔を空ける必要はありません。
・ 「高齢者インフルエンザ予防接種の通知が届かない」「紛失した」などの際は下記問い合わせ
先までお電話ください。

注意事項

令和４年度
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インフルエンザ　Q＆Aインフルエンザ　Q＆A

　「インフルエンザウイルス」に感染して発症します。３８℃以上の発熱、頭痛や関節痛、せき、
のどの痛みなどの症状が急に現れ、ご高齢の方や様々な慢性疾患を持つ方は肺炎を伴うなど重
症化することがあります。

Ｑ１ インフルエンザって？

　感染は次の２つのパターンがあります。
　☆飛沫感染（飛沫に含まれたウイルスを吸い込んで体に入る）
　☆ 接触感染（ウイルスのついたドアノブやスイッチなどに触った手で、口や鼻に

触れることで体に入る）

Ｑ２ どうしてうつるの？

　急な発熱や全身の倦怠感を伴う場合は早めに医療機関を受診しましょう。受診の際には事前
にかかりつけ医、又は都道府県の発熱相談窓口等に連絡をしてください。

Ｑ４ 受診の目安は？

・ 流行前のワクチン接種が有効です。ワクチン接種をしている高齢者は、死亡の危険が１/５、
入院の危険は１/３～１/２になると言われています。
・“手洗い” や “アルコール製剤での手指消毒” も効果的です。
・十分な休養とバランスのとれた栄養で免疫力を強化しておきましょう。
・密を避け、日頃から “咳エチケット” を心がけましょう。

Ｑ３ インフルエンザがうつらないようにするには？

・ 新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンについては、接種間隔に制限がな
くなりました。主治医と相談の上、接種をすすめてください。
　注） 新型コロナワクチンとインフルエンザワクチン以外の予防接種は、互いに２

週間以上の間隔をあける必要があります。

Ｑ５ 新型コロナワクチンとそれ以外のワクチンの接種間隔について

インフルエンザ　Q＆Aインフルエンザ　Q＆Aインフルエンザ　Q＆A

１０月は「不正軽油撲滅強化月間」です
　県では、１０月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と協力して不正軽油の排除に

取り組んでいます。

　軽油に課税される軽油引取税を脱税する目的で、軽油に灯油や重油を混ぜるなどして製造さ

れる燃料、いわゆる「不正軽油」が正常な軽油と偽って販売、使用されている事例があります。

　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染の問題のほか、公正な市場競争の阻害、

更には暴力団等の資金源にもつながります。

不正軽油の防止・撲滅には、皆さまのご協力と情報提供が欠かせません。不正軽油の情報提供に
ついては、県庁税務課または最寄りの地方振興局県税部までご連絡ください。

【問い合わせ先】
不正軽油ホットライン（県庁総務部税務課） ☎ ０２４－５２１－７２０５　　ＦＡＸ ０２４－５２１－７９０５

相双地方振興局県税部 ☎ ０２４４－２６－１１２７　　ＦＡＸ０２４４－２６－１１２８

「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わない」
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対象機器 要　件 補助額

住宅用
太陽光発電システム

・ 太陽電池モジュールの公称最
大出力またはパワーコンディ
ショナの定格出力が１０キロ
ワット未満のもの（※増設の
場合は、既設分との合計が１０
キロワット未満であること）
・ 発電した電気が、住宅の居住
部またはＶ２Ｈシステムを通
じて電気自動車においてのみ
使用されているもの

最大１６万円まで
※１キロワットあたり４万円
　（上限４キロワット）

住宅用
蓄電池システム

・ 定置用のリチウムイオン蓄電
池で公称最大蓄電容量が１キ
ロワットアワー以上のもの
・ インバーター、パワーコン
ディショナ等の電力変換装置
を加えたシステムとして一体
的に構成されているもの
・ 蓄電池から供給される電力
が、住宅の居住部またはＶ２Ｈ
システムを通じて電気自動車
においてのみ使用されている
もの

最大２０万円まで
※ １キロワットアワーあたり
４万円（上限５キロワット
アワー）

Ｖ２Ｈシステム
（ブイ・トゥ・エイチ）
※ Veicle to Home の略。
　 電気自動車充給電設備の
こと。

・ 電気自動車から供給される電
力が、住宅の居住部において
のみ使用されているもの
・ 経済産業省および環境省の
補助対象機器として、一般
社団法人次世代自動車振興
センターに登録されている
もの、または一般社団法人
CHAdeMO協議会（チャデモ）
の認証を受けているもの

最大１０万円まで
※設置費用の２分の１が上限
※ パワーコンディショナ内蔵
型の場合、パワーコンディ
ショナは対象外

双葉町住宅用太陽光発電設備等導入支援補助金について
　双葉町では、再生可能エネルギーの地産地消の仕組みづくりを推進することを目的とし、
令和４年８月３０日の特定復興再生拠点区域全域の避難指示解除に併せて、町内の住宅等に
太陽光発電設備等を設置する方に対し補助金を交付しています。

補助対象機器および補助額（１,０００円未満切り捨て）
※すべて自家消費型の未使用品に限る。

補助対象機器および補助額１

※申請は、補助対象機器ごとに住宅１戸または１世帯につき１回に限ります。
※過去に町から補助金の交付を受けている機器は対象外です。
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行政相談委員による相談所を開設します
　１０月１７日（月）から２３日（日）までの一週間は「行政相談週間」
です。
　行政相談は、役所（国、県及び市町村）などの仕事に関して、苦
情や困っていること、心配なこと、要望したいことなどについて相
談に応じ、その解決をお手伝いするものです。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

◆ 行政相談所の開催：日 時
　 　　　　　　　　　場 所

１０月２０日（木）午前９時～正午

双葉町いわき支所　
行政相談委員：武内裕美さん（長塚二）

【連絡先】

【問い合わせ先】

武内　裕美

秘書広報課 （いわき支所代表）

☎０９０－３９８０－２５０４

☎０２４６－８４－５２００

町内の避難指示解除区域および特定復興再生拠点区域対象区域２

次の区分に応じた期間に補助対象機器を設置する住宅（※）
（１）避難指示解除区域　令和２年３月４日以降及び令和４年８月３０日以降
（２）特定復興再生拠点区域　平成２９年９月１５日以降
※ 住宅に付随する建物や住宅の所在する敷地に補助対象機器を設置する場合を
含む。

対象住宅３

次のすべての要件を満たす方
（１）申請期間の末日までに対象住宅に補助対象機器を設置する方
（２）申請期間の末日までに電力会社と電力需給契約を締結する方
（３）町税等の滞納がない方

対 象 者４

令和５年３月２０日（月）まで
※ この日までに設置工事および電力会社との電力需給契約が完了しているもの
に限る。

申請期間５

　申請の際は、交付申請書等の提出が必要となりますので、復興推進課（☎０２４０
－３３－０１２７）までご連絡いただくか、町公式ホームページからダウンロードする
ことも可能です。

申請方法６

　福島県においても住宅用太陽光発電設備導入に対する補助事業を行ってお
り、県、町それぞれに対して補助金を申請できる場合があります。県の補助金
申請を希望される方は、下記へお問い合わせください。

そ の 他７

福島県再生可能エネルギー推進センター（ ☎０２４－５２６－００７０）

【問い合わせ先】 復興推進課　復興推進係 ☎０２４０－３３－０１２７
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　町内へ帰還や移住定住を促進するため、令和
４年８月３０日に避難指示解除された地域の空
き家・空き地の物件情報を登録し、町内へ居住
を希望する方々へ、住居や宅地等を利活用して
いただき、町づくりを推進する仕組みです。
　町内に空き物件を所有される「貸したい・売
りたい」方のお問い合わせ、お申し込みをお待
ちしております。
　店舗や事務所等の空き事業所についてもご相
談ください。
　掲載物件を閲覧された「借りたい・買いたい」
方のお問い合せやお申し込みも受け付けしてい
ます。

ご理解とご協力の
お願い

　まちづくりのために、町内へ帰還・移住定住を促進することが目的です。
現時点では、帰還困難区域内の空き家・空き地や避難指示が解除された地域
であっても、山林・農地等の居住が出来ない物件は登録できません。

【問い合わせ先】

双葉町双葉町　空き家･空き地バンクについて空き家･空き地バンクについて

バンクＵＲＬ：https:// futaba-pj .or. jp / landbank /
バンクメールアドレス： house_land@futaba-pj.or.jp
バンク専用電話番号：０９０－１４０４－３３６２
ふたばプロジェクト植田事務所：０２４６－８４－９０４０
受付時間：午前９時～午後４時（土日祝、年末年始を除きます）

双葉町　空き家･空き地バンクについて

　この度、産業交流センターにて、双葉町合併７０周年記念式典を実施します。午前の部で

は招待者のみの式典を行い、午後の部ではご来場の皆さまにお楽しみいただけるステージ

をご用意します。プログラム詳細については、改めてお知らせいたします。この機会にぜひ、

双葉町へお越しください。

秘書広報課 ☎０２４０－３３－０１２５【問い合わせ先】

●日時 令和４年１１月５日（土）

１０：００～１４：００（予定）

▼ 午前の部：

▼ 午後の部：

双葉町合併７０周年記念式典及び表彰式

※会場の収容人数の関係で招待者のみの出席

各種芸能文化団体による演目

民謡歌手　原田直之さん（浪江町出身）による歌唱

産業交流センター、屋外ステージ●場所

双葉町合併７０周年記念式典を開催します双葉町合併７０周年記念式典を開催します双葉町合併７０周年記念式典を開催します双葉町合併７０周年記念式典を開催します双葉町合併７０周年記念式典を開催します
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令和４年１０月１４日（金）９時４５分～１２時３０分

双葉町大字中野地区・中浜地区地内

　令和４年１０月１４日（金）［予備日２１日（金）］に双葉町中野地区・中浜地区にて大規模
火災対応訓練を実施します。交通規制に伴い、周辺の通行にご不便・ご迷惑をお掛けします
が、ご協力お願いします。

　多数の消防、自衛隊等の訓練車両の通行やヘリの飛行を予定しておりますが、実災害では
ありませんのでご注意下さい。

　訓練会場の県道３９１号（青線部分）は交通規制を実施し通行止となります。ご不便・
ご迷惑をお掛けしますが、西側の国道６号方面への迂回のご協力をお願いします。

令和４年度　大規模火災対応訓練の実施について

訓練実施日時

訓 練 会 場

【問い合わせ先】　双葉消防本部　消防課　消防係（横山）　☎０２４０－２５－８５２３

　遺産相続、任意後見契約、金銭貸借、不動産貸借、離婚に際しての
慰謝料、養育費などの問題は、後々にもめごとを引き起こしがちです。
そんなとき遺言や当事者間の取り決めを公正証書にしておけば、トラ
ブルを防止し、権利や財産を守ることができます。相談は無料です。
お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】　いわき公証役場　☎０２４６－２３－４０６６

１０月１日から７日は「公証週間」です
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【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）

ホームページ 働きたいネット で検索

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

８：００～１７：１５１１月　１日（火）～● 日　　時 …

８：００～１７：１５１１月２５日（金）～● 日　　時 …

８：００～１７：３０１２月　６日（火）～● 日　　時 …

みなみそうま建設機械講習所
（原町中央自動車教習所）

● 会  場 …

各１０名（１事業所２名まで）● 定  員 …
【自動車運転免許証のコピー】
お持ちでない方はお問合せく
ださい。
【雇用保険被保険者資格取得届
（事業主通知用）の写し】

● 添付書類 …

玉掛け技能講習（３日間）

小型移動式クレーン運転技能講習（３日間）

フォークリフト運転技能講習（４日間）

共通事項

１０月１８日（火）● 締　　切 …

１１月１０日（木）● 締　　切 …

１１月１７日（木）● 締　　切 …

【企業申込型】建設機械運転技能講習

※受講料・テキスト代無料
※申込書に必要事項をご記入の上、添付書類を添えてＦＡＸにてお申し込みください。
※申込締切後、該当事業の趣旨に基づき厳正に選考し、選考結果は電話にてご連絡します。
※ 【個人申込型】もあります。日程についてはお問い合せいただくか、ホームページをご覧ください。
※新型コロナウイルス感染防止対策を講じ、開催いたします。

消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

１０月は台風が多い季節です１０月は台風が多い季節です！
　台風は年間約２５個発生し、その半数以上が７月～１０月に集中しています。
　令和元年１０月には「令和元年東日本台風」が発生し、福島県内でも甚大な被害を受けました。
　被害を最小限にするためには事前の準備が大切です。
　災害が起きてからではなく、起きる前からできる限りの備えをしましょう！

令和４年度　全国統一防火標語 【お出かけは　マスク戸締まり　火の用心】

台風への備え　５箇条

家の外の備えを行う。（飛散物の収納、窓や雨戸の補強等）
家の中の備えを行う。（非常袋の準備、数日分の食料の準備等）
避難場所の確認及び安全に避難できる道を事前に確認する。
「台風情報」、「警報・注意報」等の最新情報を入手する。
台風接近中は不要な外出を控え、危険な場所（小川や水路等）へは近づかない。

１０月は台風が多い季節です！
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　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りたい情報が記載
されています。ぜひ、アクセスしてご覧下さい！！

【問い合わせ先】

●  掛金 ……日額３２０円

●  対象となる労働者
建設業の現場で働く人

●  加入できる事業主 
建設業を営む方

☎０３－６７３１－２８６７独立行政法人　勤労者退職金共済機構　建設業退職金共済事業本部

※詳しいことは、下記問い合わせ先または最寄りの建退共支部へお問い合わせ下さい。

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を
目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その労働
者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわば業界全体での退職金制度です。

国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
経営事項審査で加点評価の対象となります。
掛金の一部を国が助成します。
掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費と
して扱われ、税法上全額非課税となります。
掛金は、インターネットを利用した電子申請での納付も可能です。
事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

　建退共では、地震等により災害救助法が適用された皆さまに対し、各種
手続の特例措置を実施しております。

共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付して下さい。
電子申請方式の場合は、労働者の就労日数に応じて退職金ポイントを適正に
充当して下さい。
｢建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退すると
きは、忘れずに退職金を請求するよう指導して下さい。

●

●

◎
◎
◎
◎

◎
◎

建退共 検索

特　

長

建退共から
事業主の皆様への

お願い 

建退共制度の
特例措置のお知らせ

知っていますか知っていますか？ 建退共制度 建退共制度知っていますか？ 建退共制度

双葉町社会福祉協議会

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前
申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●社協サロン

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第１、３水曜日
②第１、３木曜日
③第２、４木曜日
　のいずれか 13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

10月18日（火）

双葉町役場南相馬連絡所 1階会議室
（南相馬市原町区青葉町 2－62－2）

毎週水曜日
①　9:30～11:00
② 13:30～15:00
　 のどちらか

南相馬出張所
☎ 080－5730－1166

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先
福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

10月21日（金）
10:00 ～ 11:30

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291郡山市喜久田公民館和室 3

（郡山市喜久田町堀之内字下河原 1）
10月24日（月）

～１０月　健康運動教室・サロンのお知らせ ～
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除染・解体工事について

片付けごみについて

　双葉町の旧特定復興再生拠点区域の建物解体の申請受付を以下の期間まで受け付けています。
申請書類をそろえるのに時間を要する場合があるため、解体を希望する場合は、解体申請の受付窓
口にお早めにご相談下さい。

　双葉町の旧特定復興再生拠点区域内における家屋について、家屋の片付けによって生じた片
付けごみの回収を行っております。

＜受付時間＞

＜連　絡　先＞

月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ （祝日及び年末年始を除く）
（※ＦＡＸによる受付は２４時間行っております。）

株式会社  新成建設（令和４年度環境省業務受託業者）
☎ 0120 － 115 － 261（フリーダイヤル）　　ＦＡＸ：0120 － 115 － 271

福島地方環境事務所からのお知らせ環境省

　建物解体申請の締め切りについて

　片付けごみの個別回収について

【解体申請受付期間】

【解体申請受付窓口】

【片付けごみ回収申込先】 双葉町片付けごみサポートセンター

令和５年８月３１日（木）まで

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇放射線モニタリングについて

◇中間貯蔵施設見学会について

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵工事情報センターでは、工事の進捗を紹介するため、中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を開催しています。
１０月は、７日（金）、２９日（土）を予定しています。
見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎ 0240－25－8377）までお願い
します。（ＵＲＬ）http://www.jesconet.co.jp/interim_infocenter/index.html

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

◇輸送について

※８月３１日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・令和４年度は、６２,２２４㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は3,870,464㎥）

＜場　　所＞
＜受付時間＞
＜連　絡　先＞

※個別回収の申し込みは【令和５年８月３１日（木）】で終了いたします。
　環境省による回収をご希望の方はお早めに片付けごみサポートセンターへお申し込み下さい。

双葉町役場いわき支所１階（いわき市東田町２丁目１９－４）
月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ （祝日及び年末年始を除く）
☎ 0120 － 773 － 275（フリーダイヤル）

高島テクノロジーセンター（令和４年度環境省業務受託業者）
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　ふるさと絆通信につきましては対面で行われる取材形式のため、令和４年１０月号（第１３７
号）については、新型コロナウイルス感染症の感染防止のため順延いたしました。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況を鑑みながら取材・掲載を再開する予定です。

～～ ふるさと絆通信について  ふるさと絆通信について ～

【
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】
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・
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ち
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　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名前を

掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

氏　名 生年月日 保護者 行政区

脇
わきざき

崎　蓮
れ ん

音 8月　2日 寿・真奈美 長塚二

相
あいかわ

川　陽
ひ な ぎ

衣 8月　3日 允孝・　薫　 新　山

山
や ま ね

根　彩
あ お い

生 8月　9日 辰洋・光保子 下　条

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

渡邉　榮子 ９０ 8月　5日 鴻　草

髙松　　平　 ７５ 8月　6日 鴻　草

岩川スイ子 ９５ 8月　6日 長塚一

中野ユキイ ９２ 8月 16日 羽　鳥

秋元トミ子 ９５ 8月 16日 山　田

福田　幸司 ７８ 8月 19日 郡　山

船木ハツヨ ８２ 8月 19日 山　田

大槻　アイ ８７ 8月 23日 寺　松

人のうごき８月分 敬称略

（令和４年８月31日現在） ・福島県内に避難されている方 3,944人

2,721人・福島県外に避難されている方
※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします
　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１
部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居
することになった場合など、広報紙の発送に関する
ことは下記までご連絡ください。
　なお、「広報ふたば」「ふたばのわ」の発送先となっ
ている方がお亡くなりになられた場合については、
１カ月程度後に発送を中止いたしますが、ご家族の
方に発送先を変更することも可能です。下記までご
連絡ください。

広報紙の発送について広報紙の発送について広報紙の発送について

　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出し
てください。
※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種通知な
どの郵便物が届かなくなりますのでご注意ください。

☎０２４０－３３－０１３２

☎０２４０－３３－０１２５

戸籍税務課

秘書広報課

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ

秘書広報課
（いわき支所代表）☎０２４６－８４－５２００

～ ふるさと絆通信について ～
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－
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８月２９日、特定復興再生拠点区域の避
難指示解除カウントダウンイベントで、
お蕎麦を振る舞ってくださった皆さんの
笑顔です。


